





















研究期間：2006 ～ 2008 
課題番号：18790301 
研究課題名（和文） 細菌進化を加速する環境シグナル統合機構の解明 
                     
研究課題名（英文） Signaling mechanisms inducing bacterial evolution 
 
研究代表者 
森川 一也（MORIKAWA KAZUYA） 
  筑波大学・大学院人間総合科学研究科・准教授 












                               （金額単位：円） 
 直接経費 間接経費 合 計 
2006 年度 1,300,000 0 1,300,000 
2007 年度 1,100,000 0 1,100,000 
2008 年度 1,000,000 300,000 1,300,000 
年度  
  年度  

















































































































 (A,  B,  C)
plasmid cured












構１： duplication 依存的メカニズム 






















































































 4：各株の sigH 周辺領域遺伝子マップ 
子ごとに色
 SigH 活性化機構２：環境応答メカニズム 
完
















分けしている。B1 および C1 において sigH 領域の倍加
によって生じた新たなキメラ遺伝子を示す（それぞれ、



























































































の結果、agr の欠損は GFP 発現の頻度を低下
させることが分かった（図７）。しかしなが
ら、GFP 発現は少数の細胞で依然として観察
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